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立幼稚園は不必要であると考えた建野郷三知事によって設立から 4 年後の 1883（明治 16）年









































































































































・大阪市立愛珠幼稚園『愛珠幼稚園 130 年小史』大阪市立愛珠幼稚園創立 120 周年記念事業委員会、2010
年
・西海聡子「保育におけるピアノ使用の源流をたどる―明治初期の幼稚園における唱歌とその伴奏楽器
について―」東京家政大学研究紀要第 55 号（1）、2015 年
・塩津洋子「明治期関西洋琴事情」大阪音楽大学音楽研究第 12 巻、1994 年、pp.5-34





・西小路勝子「子どもに寄り添う保育実践の黎明―大阪市立愛珠幼稚園の保育記録（明治 28 ～ 40 年）か
らの論考―」大阪成蹊短期大学保育学研究 第 49 巻 第 1 号、2011 年、pp.6-17
・西小路勝子「大阪市立愛珠幼稚園創設期における保育者の教育心性―保育記録に表れた子どもへのま
なざし―」兵庫教育大学大学院学校教育研究科平成 21 年度修士論文、2009 年
・納所辨次郎編『風琴洋琴進行曲』共益商社、1892 年
・福原昌恵「草創期幼稚園における唱歌遊戯（2）愛珠幼稚園における保育を中心に」新潟大学教育学部紀
要人文・社会科学編第 33 号（2）、1992 年 a、pp.99-111
・福原昌恵「1897 年の愛珠幼稚園における保育内容―唱歌遊戯を中心として―」新潟大学教育学部紀
要人文・社会科学編第 34 号（1）、1992 年 b、pp.33-46








（2） 愛珠幼稚園に保存していた資料や図書を、1981 年 11 月に教育関係資料として大阪市教育センターに複
写として寄贈している。本稿では、大阪市教育センターの複写資料を使用した。
